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開催日程：２０１９年３月１日（金）

会場：千葉市若葉文化ホール

実施内容：小椋佳によるコンサート

チケット販売数：４７５人　　来場者数：４６６人

高齢者と同世代で現在も第一線で活躍するアーティストの公演を開催。

これまで数々の名曲を世に排出し続けてきたシンガーソングライター小椋佳による公演を開催。

小椋氏自身の作詞･作曲した楽曲はもちろん、メインターゲットの高齢者層にも耳なじみの、小椋氏が愛した昭

和のヒットソングなども披露されたコンサート。

(2)参加・体験活動の推進

（名称）ちばアートウインド運営企業体

基本施策名

ね ら い

市との関わり

市 担 当 課

開始年度

事  業  費

目　　的

内　　容

目　　標

(対象)　若葉区を中心とした高齢者

(求める効果)

小椋佳という稀代のシンガーソングライターを迎え、同じ時代を生きた人物の生の声を実感してもらうことで、

生きがいや明日への糧を得て頂く。

注目度の高い公演を開催することで、同時に改修工事に伴う長期休館の周知も兼ねる。

(アプローチ方法)

メインターゲットであるシニア層にお楽しみいただくため、小椋佳氏が過去に歌唱、提供した楽曲（「シクラメ

ンのかほり」「俺たちの旅」「夢芝居」「愛燦燦」「愛しき日々」「山河」）など昭和の歌謡界を彩った名曲は

もちろん、小椋佳氏が影響を受け、ご来場の皆様にお聞きいただきたい昭和を代表する歌謡曲(「空に星があるよ

うに」ほか）を選曲。小椋氏の哲学的な「生きる」という考え方を曲間のトークに盛り込みながら、昔(夢歌詩）

を懐かしみ、そして「今を生きる自分を見つめなおす」機会を来場者に向けて発信した。

(昨年度)　たなばた演芸会　来場者数283名(数値) 観覧者の増加

地域に密着した若葉文化ホールにて、高齢者の方にも、気軽に上質なコンサートを体験してもらう。

その他 企画提案業務 指定管理者

市民局生活文化スポーツ部文化振興課 （連絡先）245-5961(内)90-2526

市：

第2次千葉市文化芸術振興計画　１次評価シート

(予算) (決算)

指定管理者

いきがいづくり事業（若葉文化ホール）

千葉市若葉文化ホール改修完了記念特別公演　小椋佳「歌紡ぎの会」
事　業　名

実 施 主 体

基本施策1_文化芸術に親しむ市民の裾野を「広げる」

実　　績

□ 市政だより ＨＰ ポスター・チラシ
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（評価の内容）

『基本施策４_(1)情報の効果的な収集・発信』の観点から、複合施設である当施設（若葉文化

ホール・千城台コミュニティセンター）の強みを生かし千城台CC主催イベントでの告知連携、

JV指定管理施設である美浜文化ホール主催事業の告知連携、千葉都市モノレール主催事業の周知

協力など効果的に実施できた。

（評価に関連する数値等）

１

　

基

本

施

策

と

の

適

合
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)

こ

ど

も

・

若

者

（評価の理由）

企画段階より対象を若葉区を中心とした高齢者と想定しており、ほぼ対象者の来場は見受けられな

かったが、問題ないと考える。

（評価に関連する数値等）
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)

妥

当

性
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達

成

度

（評価の理由）

いきがいづくり事業として、事業の目的、企画内容、成果、すべてにおいて、目的を達成した。

特に「目的」にも記した『公演日を目標に日々を生きるという生きがいを生むこと。』に関して、

着券率98.1％と、通常、有料公演での平均着券率90%～95%といわれるが、数値としてみても、

その高い着券率が表す通り、目的が十分達成されたと考えられる。よって基本施策の目的について

も取り組みによって達成されたと考える。

（評価に関連する数値等）

チケット販売数：４７５人（完売）　　来場者数：４６６人　　着券率98.1%(未着9件）

(
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)

市

民

主

体

（評価の理由）

来場者については、居住地域が若葉区77.5%、市内全域を合せると90.2%が千葉市民であり、高

齢者の方々を中心とした多くの市民に楽しさや生きがいを生み出す事業を提供することができたと

考える。

（評価に関連する数値等）

来場者の居住状況（千葉市内・市外等）若葉区77.5%　中央区3.6%　花見川区4.5％　稲毛区3.2％　美浜区1.4%　市外9.8％

【評価指標】　4：妥当、3：ほぼ妥当、2：工夫により改善、1：見直し
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（評価の理由）

若葉文化ホールという身近な環境において、高齢者に上質なコンサートを気軽に鑑賞していただく

ことが本事業の目的であり、『基本施策１（２）①_身近な場所で参加・体験ができる文化活動の

充実』という目的に沿っており妥当だと考える。

（評価に関連する数値等）

（評価の理由）

音楽系のメジャー公演が皆無に等しい若葉文化ホールにおいて日本の音楽史に残るであろう小椋佳

という希代のアーティストの公演は市民が良質のエンターテインメントに触れる貴重な機会とな

り、多くの感動を生んだ。感動は、新たな芸術・文化を生む原点であり、今回の公演が、来場者に

とって新たな文化芸術活動の糧となり、いきがいとなったものと考える。

（評価に関連する数値等）
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（評価の内容）※上記(1)(2)以外の効果があった場合のみ記載（地域活性化等なんでも可）

（評価に関連する数値等）

５

　

効

　

果

（

１

）

満

足

度

（評価の理由）

顧客満足度調査の結果からも、公演への評価が高く、充分に目標を達成している。

（CSより市民の声など追記）とても良かったです。満足感でいっぱいです。ありがとうございました。泣けました。小椋さんあり

がとう！

感動と充実した時をいただいたコンサートでした。

すばらしい歌声に幸せな気分になりました。

前列で歌を聞けて最高でした。ありがとうございました。

（評価に関連する数値等）

公演満足度・内容満足度など　10点満点　6点1.2%　7点6.0％　8点11.3％　9点31.5%　10点50％

(

2

)

周

知

度

（評価の理由）

複合施設である千城台コミュニティセンターを含めた「館内ポスター」での認知が最も高く、続い

て「クチコミ(友人・知人から)」「館内チラシ」となっており、館内の主要な利用者層と本事業の

ニーズがマッチしたことにより、効果的な周知を行うことができた。

ホール窓口先行発売初日に、１４６名の来館、３２０枚のチケット販売を行ったことからも、十二

分に周知出来ていたと考える。

（評価に関連する数値等）

催事の満足度　平均81.4％　（当該施設の他事業に比べ高設定の入場料設定ながら、高い満足度を得ている）

（評価に関連する数値等）

何を見て公演を知ったか　市政だより9％　市内掲示板4％　公共施設9％　回覧板９％　インターネット0.9％

口コミ19.4％　館内チラシ17.1％　館内ポスター29.3％　DM0.9％　HP1.4％
(
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)

活
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の
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（評価の理由)

指定管理開始の2016年海援隊、2017年沢田研二というメジャーアーティストの公演に続き、高齢

者への訴求力の高い小椋佳を迎えたことで、地元での開催に驚きと喜びを持って捉えられており、

文化芸術活動（鑑賞）の場の提供や充実を図ることにより、若葉文化ホールへの期待感を上げるこ

とができた。

（評価に関連する数値等）

公演満足度・内容満足度など　10点満点　6点1.2%　7点6.0％　8点11.3％　9点31.5%　10点50％

（CSより記入者のポジティブコメントなど）
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費

用

対

効
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（評価の理由）

企画提案業務予算（指定管理料）を円滑に活用することにより、小椋佳氏という著名アーティスト

を招へいでき、小椋佳氏の通常開催される1000人規模以上のホール公演と同等、またはそれ以下

の料金設定で公演を実施することができた。

顧客満足度調査の結果からも、公演への評価が高く、充分に目標を達成していると考える。
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本事業のねらいは、地域に密着した若葉文化ホールで高齢者の方々に、小椋佳という同じ時代を生

きた人物のコンサートを通して、明日への糧を得て頂くということである。そのような鑑賞の機会

を提供することは、基本施策１（２）①身近な場所で参加・体験ができる文化活動の充実に沿って

おり妥当だと考える。

（評価に関連する数値等）
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ア

プ
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（評価の理由）

・メインターゲットであるシニア層にお楽しみいただくため、小椋佳氏を迎え、大変満足度の高い

事業となった。また、60歳以上の来場者が90％を超えており「いきがいづくり事業」のメイン

ターゲットであるシニア層を確実に捉えることができ、アプローチは妥当であったと考える。

（評価に関連する数値等）

公演満足度・内容満足度など　10点満点　6点1.2%　7点6.0％　8点11.3％　9点31.5%　10点50％

来場年代別　70歳以上52.5%　60歳代39.2%　50歳代7.2%　以下略


